








要約:3 歳で治療を開始した屈折異常弱視および不同視弱視と、発見や受診が遅れた 4 歳

以上のそれらの弱視の治療効果を比較し、三歳児眼科健診の有効性を検討した。対象は昭

和 63 年より平成 9 年までの 10 年間に福島医大眼科で治療を受けた屈折異常弱視 58 名、

不同視弱視 55 名である。その結果、眼科健診開始後も、就学時や他の健診で、あるいは

他の疾患で受診して弱視が発見された例が少なくないことが分かった。また、不同視弱視

には眼科健診で異常を指摘されなかった例がみられ、スクリーニング法に問題があること

が考えられた。いずれの群でも、多くが完治あるいは改善を示し、それに要した期問はほ

は 3 年以内であった。従って、3 歳で発見された弱視の多くは就学までに良好な視力を得

たが、 4 歳以上では小学中・高学年まで治療が継続された。従って、屈折異常弱視およ

び不同視弱視が三歳児眼科健診で発見されることの意義は大きく、更に健診法の改善や受

診の啓蒙が必要と考えられた。


